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【 抄 録 】  

本研究では県の大会で上位の成績を収めている X 県高等学校サッカー部の指導者 9 名を対象に，

指導者のコーチング・メンタルモデルを明らかにすること，また，各指導者のコーチング・メンタ

ルモデルの共通性と特異性が競技レベルに及ぼす影響を検討することを目的とした． 

データ収集には，6 名の指導者に半構造的自由回答インタビューを⾏った．データ分析は，Côté 

et al.(1993)による質的データ分析法に基づき⾏った．  

その結果，対象者の共通性として，「取り組む姿勢」，「選手支援」，及び「人間教育」の大カテゴ

リーがみられ，全ての指導者が「⼈間教育」を⼀番⼤切に考えていることが明らかとなった．本研

究結果から，同等の競技レベルのチームを指導する者は，類似のコーチング・メンタルモデルを持

つことが明らかとなった．また，競技成績に関しては，指導者の考え方の違いではなく，徹底度合

いの違いである可能性が示唆された． 
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